
『Walkin'』内海 元伸 『お母さんごっこ』三浦 賢太郎

『もとめたせい』矢部 凜

『駆け抜けたら、海。』十川 雅司

『キックボード』畔柳 太陽 『恋にセックスは必要ですか？』
志波 景介

『ねこの名はたつみ』小山 亮太

『はなとこと』田之上 裕美 『ボウル ミーツ ガール』関 駿太

常に成果を求めて行動してきた和泉理胡は、
ふらふらと暮らしている高校の同級生、河原田
篤志に再会する。河原田のつかみどころのなさ
に不思議と惹かれていく理胡。だが、理胡には
３か月会っていない彼氏がいて……

独身生活を謳歌していたアラフィフ女性、涼
美の前に産んだ覚えのない実の息子が現れ
る。それはアイスも溶けるってことで。
ねぇ、お母さん？

女子大生の綾瀬みつきは、親友の星野うみに
片想いをしている。合コンを抜け出してきた
2人は閉店間際の銭湯に駆け込む。いつもの
ようにうみの恋愛話を聞かされるみつき。友情
と恋愛のはざまでみつきの想いが次第に溢れ
ていく。

彼女をキックボードに乗せて映画を撮りたい
彼氏と、乗りたくない彼女について

佐瀬部莉子は男性から求められると簡単に身
体を許してしまう。性に対してだらしない学校
生活を送っていると「サセコのサセべ」という
あだ名がつけられる。東京の大学に進学した
こともあり、今は「サセコのサセべ」と呼ぶ人
はいない。しかし今でも適当な男とセックスを
繰り返している。そんなある日、他者に性欲を
抱かない成田健太郎と出会う。

とある一家で飼われている猫のたつみ。
朝主人公のなぎさ（辻凪子）が目を覚ますとた
つみがおじさんの姿に。一家は何故かおじさん
を猫として受け入れ一緒に住むことになるが…。

港町に暮らす幼なじみの琴と華は、高校三年
生。琴はしっかり者の華を姉のように慕い、常
に追いかけている。ある日二人は同じ進路を
目指す圭一と出会い、やがて三人の距離は縮
まっていく。華の圭一への好意に琴が気づい
た直後、二人の関係は予期せぬ方向へ向かう。

とあるボウリング場。ボウルを投げられない
内気な少女・アズミは、親友(自称)のイズミに
強引にストライクを約束させられてしまう。
窮地に陥ったその時、謎の少年・エイが現れ、
アズミからボウルを奪いストライクを決める。
衝撃、そして電撃。粉々に打ち砕かれたアズミ
の中で、確実に何かが変わろうとしていた...。

主人公の相川は、友人の相談を頻繁に受ける
女子高生。ある日、ほとんど話した事のないク
ラスの男子馬場に呼び出され、とある悩みを
告白をされてしまう。馬場の悩みを解消する
ため協力する相川と、その協力に素直に喜ぶ
馬場。2人だけの秘密の取引が始まる。
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